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 日本電磁波エネルギー応用学会の樫村京一郎です。この度は、JEMEA 総会でご報告させ

て頂きました新しい理事の選定経緯について御説明したく、筆を取らせていただきました。

日本電磁波エネルギー応用学会は、様々な分野の研究者がマイクロ波エネルギー応用の学

理や技術を交流することができる、我が国で最も大きなプラットフォームです。今年は、

福島英沖先生（名古屋大学）、吉川昇先生（東北大）、池永和敏先生（崇城大学）、仙田和章

様（富士電波工機）を新しく理事に迎え、異分野の研究者同士が活発に情報交換できる巨

大プラットフォーム学会を維持していくこととなりました。 

 様々な分野の研究者が交流する当学会の理事会は、今年もバランスよく構成されている

と思います。福島英沖先生は、これまで、産業界からこの分野を支えてこられましたが、

学術にも明るく、産業応用の経験が豊富な方です。今年は学の立場から、当学会にご貢献

されることを期待しております。吉川昇先生は当学会の理事経験もあり、明快な理論展開

をされる方です。豊富な学会運営経験と材料・電気双方の観点から、当学会への寄与が期

待されると確信しています。仙田和章様は、産の立場から本学会を長年支援してこられた

ご経験を持ち、マイクロ波加熱のエンジニアリングに造詣が深い方です。池永和敏先生は、

化学の観点から電磁波エネルギー応用を推進される研究者です。最近、熊本震災がれきを

素材分離されるご研究でテレビ・雑誌などで注目されましたので、既にご存知の皆様も多

いかと思われます。こうした地に足が着いた体制を維持することで、日本電磁波エネルギ

ー応用学会は、様々な分野との融合、新しい学術の構築を達成できることを確信していま

す。 

 

 


